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地
域
防
災
計
画
っ
て
?

地
域
防
災
計
画
は
、
災
害
か
ら

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
、
市
や
防
災
関
係
機
関
な

ど
が
行
う
べ
き
役
割
を
定
め
た
、
市

の
防
災
に
関
す
る
基
本
計
画
で
す
。

地
震
に
つ
い
て
は
?

今
ま
で
地
震
に
つ
い
て
は
、
県

内
に
お
い
て
あ
ま
り
被
害
が
発
生

し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
簡

単
な
内
容
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
県
内
に
も
、
地
震

の
巣
と
い
わ
れ
る
活
断
層
が
い
く

つ
も
存
在
し
て
お
り
、
魚
津
市
内

で
も
石
垣
平
断
層
な
ど
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
回
の
見
直
し
で

は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓

と
し
て
、
主
に
地
震
災
害
に
対
す

る
予
防
・
応
急
対
策
に
つ
い
て
、

で
き
る
だ
け
具
体
的
に
示
し
ま
し

+
I
 住
民
の
皆
さ
ん
が
主
役

新
し
い
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

災
害
に
強
い
街
づ
く
り
を
進
め
る

に
は
、
市
だ
け
で
な
く
、
住
民
の

皆
さ
ん
や
民
間
企
業
な
ど
の
方
々

の
力
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
ま
す
。

日
頃
か
ら
食
料
を
備
蓄
す
る
な

ど
災
害
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

我が家を、地域を、魚津を守るために

全面的に見直しました

主

な

内

容

①
災
害
対
策
本
部
等
の
設
置
基
準
、

職
員
の
自
主
参
集
基
準
の
設
定

市
が
迅
速
に
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
、
的
確
に
対
策
を
行
う
こ

と
は
、
被
害
を
軽
減
す
る
上
で
、
極

め
て
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
次
の
基
準
を
設
定

し
ま
し
た
。

・
災
害
警
戒
本
部
の
自
動
設
置

震
度
5
弱
又
は

5
強
の
地
震
発
、

生
時
及
び
津
波
警
報
(
大
津
波
)

が
発
令
さ
れ
た
時

・
災
害
対
策
本
部
の
自
動
設
置

震
度
6
弱
以
上
の
地
震
発
生
の
時

.
職
員
の
自
主
参
集
基
準

震
度
4
以
上
(
震
度
4
で
は
一

部、

震
度
6
弱
以
上
は
全
員
)

②
情
報
の
収
集
・
伝
達
体
制
の
整
備

的
確
な
情
報
の
把
握
は
、
応
急

対
策
の
基
礎
と
な
る
の
で
、
無
線

な
ど
複
数
の
情
報
収
集
手
段
を
掲

げ
る
と
と
も
に
、
避
難
勧
告
や
県

な
ど
の
関
係
機
関
へ
の
情
報
伝
達

方
法
を
具
体
化
し
ま
し
た
。

③
広
域
応
援
体
制
の
充
実
な
ど

大
災
害
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

市
の
み
で
は
対
処
が
困
難
と
な
る

た
め
、
県
へ
の
応
援
要
請
は
も
と
よ

り
、
自
衛
隊
や
災
害
時
相
互
応
援

協
定
市
な
ど
へ
の
広
域
応
援
の
方

法
を
具
体
的
に
も
り
こ
み
ま
し
た
。

ま
た
、
民
間
の
方
々
の
協
力
を

得
る
た
め
、
関
係
団
体

・
協
会
な

ど
と
協
力
協
定
の
締
結
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

受
け
入
れ
方
法
の
整
備
な
ど
も
行

っ
て
い
き
ま
す
。

④
防
災
施
設
、
設
備
な
ど
の
整
備

避
難
場
所
と
な
る
学
校
の
耐
震

強
化
や
、
は
し
ご
車
な
ど
消
防
力

の
充
実
強
化
を
計
画
的
に
行
っ
て

い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

a 
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近くの公園や

広場、学校の

グラウンドな

どへ(日頃から

家庭や地域で

話合い確認)

津波時は高台へ

~ 避難施設開設避難誘導 災害弱者の安否確認

住
民
の
皆
さ
ん
は

3
日
分
の
食
料
の
備
蓄
を

魚
津
市
で
は
、
今
後
も
非
常
食

な
ど
の
備
蓄
品
の
整
備
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
し
か
し
、
市
の
備
蓄

だ
け
で
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。
大

災
害
時
に
は
、
即
座
の
供
給
も
困

難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
ず
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
を
基
本
に
、

3
日
分
の
食
料
や
飲

料
水
を
家
庭
で
備
え
て
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

大
災
害
時
に
は
、
防
災
機
関
そ

の
も
の
が
被
害
を
受
け
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
倒
れ
た

家
屋
な
ど
で
消
防
車
が
災
害
現
場

へ
到
着
す
る
こ
と
が
遅
れ
る
、
同

時
多
発
火
災
の
発
生
な
ど
の
悪
条

件
が
重
な
り
、
防
災
機
関
の
活
動

能
力
は
著
し
く
低
下
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る

生
存
状
態
で
の
救
出
者
数

地
域
住
民
に
よ
る
も
の

1
2
、
2
9
3
人
(
幻
・
7
%
)

消
防
等
関
係
団
体
に
よ
る
も
の

2
、
3
8
6
人
(
日
・
3
%
)

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
貴
重
な

教
訓
を
活
か
し
、
災
害
か
ら
自
分

や
家
族
、
住
み
慣
れ
た
街
を
守
る

た
め
に
、
お
互
い
に
助
け
合
う
組

織

|
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま

し
ょ
、
っ
。

問
合
せ
先

市
総
務
課
行
政
係

a
n
-
-
0
1
9
 

市指定避難施設一覧(地区別)
地区 名 ネホ 海抜m 津波

大町
大町小学校 3.67 ム

大町公民館 2.3 A 

村木 村木小学校 8.79 ム
職業能力開発短大 * 

下中島
住吉小学校 6.6 ム
新川文化ホール (8.0) 

下中島公民館 (10.7) 

上中島 上中島小学校 * 
松倉小学校 * 松倉 坪野小学校 * 
松倉保育園 * 

上野方
上野方小学校 * 
上野方公民館 * 
西部中学校 (9.9) 

本江
本江小学校 (19.8) 

総合体育館 * 
本江公民館 (16.4) 

片 貝
片員小学校 * 
片県公民館 * 色 j幸 言1 校 (20.1) 

事庁 )11 同Eコ] 校 * 
加積 東部中学校 (19.5) 

吉島小学校 * 
農村環境改善センター * 
道下小学校 12.1 

道下 道下公民館 (11.6) 

ァクノスポーツドーム (7.5) ム

魚津工業高校 5.3 ム

経団 経田小学校 6.69 ム

経団公民館 5.78 ム

洗足学園魚津短大 * 
天神 新川女子両校 * 
天神公民館 * 

西布施
西布施小学校 * 
西布施保育園 * 

海抜 *印は20m以上

( )内の数字は地図上の直近の場所の値

( )のないものは計測値

津波企印は、津波時は使用しない

ム印は、大津波時は使用しない

~ 

|避難施設残留l

側|市指定避難施設へ避難 |

ふ

|時へ腕|

日頃から、家族や地域で、近くの公園や広

場など、まず避難する場所を話合い、確認し

ておいてください。

土
砂
災
害
危
険
箇
所
に

お
住
ま
い
の
方
へ

富
山
県
で
は
、
地
形
や
地
質
、

山
腹
の
傾
斜
度
な
ど
に
よ
っ
て
、

土
砂
災
害
危
険
箇
所
を
指
定
し

て
い
ま
す
。

市
と
県
魚
津
土
木
事
務
所
で

は
、
こ
れ
ら
の
区
域
内
の
住
民

の
方
に
、
土
砂
災
害
の
危
険
性

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

封
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

送
付
先
は
、
危
険
箇
所
の
内
、

砂
防
工
事
な
ど
が
ま
だ
あ
ま
り

行
わ
れ
て
い
な
い
区
域
に
お
住

ま
い
の
方
で
す
。

市
内
、
県
内
に
は
多
く
の
危

険
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
災
害
は

い
つ
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

大
雨
時
な
ど
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
建
設
課

魚
津
土
木
事
務
所

g
n
1
9
1
2
1
 

8
n
l
1
0
2
9
 

a 



市
議
会
臨
時
会

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

昭弘

議長

綾坂

こ
の
た
び

5
月
臨
時
議
会
に

お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
、
正

・
副
議
長
の

要
職
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と

も
に
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を

痛
感
し
、
自
覚
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
誠
心
誠
意
、
公
明
正
大

な
議
会
運
営
と
市
勢
発
展
の
た

め
全
精
力
を
傾
注
い
た
す
所
存

で
あ
り
ま
す
。

国

・
地
方
自
治
体
と
も
に
行

財
政
事
情
は
、
誠
に
厳
し
い
情

勢
に
あ
り
、
議
会
の
責
任
と
役

割
も
非
常
に
重
要
な
時
期
で
あ

副議長

古金

り
ま
す
。

地
方
拠
点
都
市
と
し
て
の
整

備
、
情
報
化
の
推
進
、
平
成
ロ

年
度
か
ら
導
入
が
予
定
さ
れ
て

い
る
介
護
保
険
制
度
に
向
け
て

の
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
、

道
路
網
の
埜
備
な
ど
数
々
の
大

き
な
事
業
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。今
後
、
市
当
局
と
一
体
と
な

っ
て
明
る
く
活
力
に
満
ち
た
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
投
球
い
た
し

ま
す
。
な
に
と
ぞ
市
民
の
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
き

っ
と
い
た
し
ま
す
。

広

魚
津
市
議
会
臨
時
会
は
、

5
月

刊
日
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

魚
津
市
公
共
下
水
道
根
幹
的
施

設
(
浄
化
セ
ン
タ
ー
)
建
設
工
事
の

委
託
協
定
な
ど

5
議
案
を
可
決
、

承
認
、
同
意
し
、
正
・
副
議
長
と

各
常
任
・
特
別
委
員
会
の
委
員
を

選
任
し
ま
し
た
。

V
各
常
任
委
員
会
委
員
及
び
特
別

委
員
会
委
員

(O
は
委
員
長
、
O
は
副
委
員
長
)

〈敬
称
略
〉

議
会
運
営
委
員
会

。
稗
苗
奥
村
清
河
野
崎

清
吉
利
夫ヰ貝

栄
吉

O
菊
池

達

庚

吉
崎
源
太
郎

朝
野

幹
子

総
務
文
教
委
員
会

。
回線朝
中坂野

光昭 幹
幸 弘 子

O
奥

村

利

夫

浜
谷
佐
久
三

民
生
消
防
委
員
会

O 
j畢 菊
崎池

達
庚
義
敬

0 
越 窪
川 田

弥 信
生夫

ぐト:Ji場
指:読
め:?妥
当〈;諸
遊;戸
女!:費
、、島~.. ，、

.ゆらぺ;二

おやじ
‘・・・ J ' 

bモィムミ:?;

:去三11
孝三V

ニ
の
道
一
筋
に
各
分
野
で
長
年
努
力
さ
れ
、
大
き
な
功
績
を
残
さ

れ
た
皆
さ
ん
が
、
こ
の
た
び
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
一
層

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

谷 正雄さん

(臨時間州73歳)
七津信夫さん

(友道 70歳)

坂本信義さん

(江口 65歳)

北
陸
電
力
側
会
長
、
北
陸
経
済

連
合
会
会
長
。
多
年
に
わ
た
り
電

気
事
業
に
携
わ
り
、
業
界
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
経
済

団
体
の
要
職
に
あ
っ
て
、
産
業
経

済
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。

a 

元
滑
川
高
校
校
長
。
昭
和

M
年

福
野
高
校
を
振
り
出
し
に
、
公
立

高
校
校
長
の
ほ
か
、
県
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
所
長
な
ど
を
歴
任
。
mm

年
間
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
た
。

魚
津
神
経
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
院
長
。

精
神
障
害
者
が
社
会
復
帰
で
き
る

環
境
作
り
の
た
め
共
同
作
業
所
や

地
域
精
神
保
健
推
進
協
議
会
の
設

立
に
尽
力
。
精
神
科
医
療
の
転
換

を
図
ら
れ
た
。



七
沢

秋
政

中
田

産
業
経
済
委
員
会

。
清
河
青
水
古
金

修
広三貢

O
山
崎
野
津
稗
百

清幸昌
吉昭弘

建

設

委

員

会

o 
j兵山吉
多本崎
j原

弘弘太
之吉郎

O
朝
野
竹
内
野
崎

栄彰
吉進二

環
境
問
題
特
別
委
員
会

。
竹

内

進

奥

村

利

夫

浜
谷
佐
久
三

O
越
川
古
金
稗
苗

j青弥
吉広生

新
幹
線
及
び
受
通
問
題

特
別
委
員
会

。
七

沢

秋

政

吉
崎
源
太
郎

野

崎

栄

吉

O 
j青山
水本

弘
吉
修
三

拠
点
都
市
特
別
委
員
会

0 
kJ)l!菊浜
坂池多

日召達弘
弘慶之

0 
窪朝中
田野田

夫二尚

工
コ
シ
テ
ィ
・
片
貝
川

総
合
開
発
特
別
委
員
会

。
津
崎
山
崎
朝
町

幹昌義
子弘敬

0 
田清野
中河 j畢

光幸
幸貢昭 尚

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

。
竹山窪
内崎田

信
夫
昌
弘進

0 
七津野
沢崎 j畢

秋義幸
政敬昭

議
決
さ
れ
た
案
件

V
魚
津
市
公
共
下
水
道
根
幹
的
施

設
(
浄
化
セ
ン
タ
ー
)
建
設
工
事

の
委
託
協
定

浄
化
セ
ン
タ
ー
汚
泥
処
理
棟

土
木
建
築
工
事
の
施
工
に
つ
い

て
、
日
本
下
水
道
事
業
団
と
5

億

2
、
9
0
0
万
円
で
委
託
協

定
締
結
。

V
専
決
処
分
の
承
認

・
魚
津
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
報
告

(
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
伴
う
改
正
。

個
人
市
民
税
の
所
得
割
及
び
均

6月市議会定例会
日程(会期14日間)

等
割
の
非
課
税
限
度
額
の
引
き

上
げ
、
固
定
資
産
税
等
の
納
税

管
理
人
制
度
の
見
直
し
、
特
別

土
地
保
有
税
課
税
の
特
例
措
置

な
ど
)

・
平
成
9
年
度
魚
津
市
一
般
会

計
補
正
予
算
(
第
5
号
)
の
専

決
報
告
同
~ 

思

案

件

V
魚
津
市
人
権
擁
護
委
員
の
候
補

者
の
推
薦
に
つ
い
て

長
谷
川
光
手
氏

(
浜
経
団
4
4
9
番
地
)

俳
来
ハ
ル
ヱ
氏

(
本
江
新
町
8
番
1
8
号
)

の
推
薦
に
同
意
。

V
魚
津
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
野

津

幸

昭

氏

(
三
ケ

1
3
0
5
番
地
)

の
選
任
に
同
意
。

定例会開会

代表 ・一般質問

一般質問

民生消防委員会

建設委員会

産業経済委員会

総務文教委員会

討論採決

5日(金)

11日(ボ

12日(金)

15日(月)

16日(火)

18日(ボ

上
級
(
大
学
卒
業
程
度
)

一
般
行
政
4
名
程
度

土
木
技
師
若
干
名

.
受
験
資
格

昭
和
必
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
回
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
、
大
学
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
方。

※
土
木
技
師
は
、
測
量
士
補
以

上
の
資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た

は
取
得
見
込
み
の
方
。

第

1
次
試
験
日

7
月
ロ
日
(
日
)

富
山
高
等
学
校

6
月
日
日
(
月
)

教
養
、
作
文
、
専
門

試
験
、
適
性
検
査

市
総
務
課
で
交
付
す

る
申
込
書
を
提
出

採

用

平
成
日
年
4
月
1
日
予
定

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

干
問問
l

附
魚
津
市
役
所

総
務
課
職
員
係

2
nー
1
0
2
0

受
付
期
限

試

験

申

込

み

a 

7月4日(土) 1 0 : 00----21 : 00 
7月5日(日) 1 0 : 00----17 : 00 
ありそドームのオープン記念として、 2日

間無料開放します。

〔自由開放〕 備え付けの設備などを利用して

自由に使ってくださし 1。大いにスポーツをー・

〔一般見学〕 展望塔からの眺望は絶景です。

4日には魚津の夜景も見られます。

炉問合せ先 ありそドーム ft23-9800 



「市の台所事情」をお知らせします。

鉾度 一般会計の歳入歳出予算鯛ま223億8，274万円

市の財政状況がどのようにな

っているかを1年に 2回(6月と

12月)、市民の皆さんにお知らせ

しています。

平成10年3月31日現在の平成

9年度予算の執行状況を、図や

表にまとめてみました。

(この数字が平成 9年度決算

額となるものではありません。

万円未満四捨五入)

〔一般会計の執行状況】|

-5ヨ圃
区 分 予算額 収入済額 収入割合 区 分

a 万円 1意 万円 % 

市 手見 684，800 669，750 97.8 商 工 費

市 債 550，450 162，440 29.5 民 生 費

地方交付税 327，360 346，523 105.9 教 育 費

国庫支出金 154，104 107，927 70.0 土 木 費

県支 出 〈五. 124，214 64，917 52.3 務 費

繰 入 ノ豆¥ 112，822 53，228 47.2 /ムに‘ イ責 費

諸 収 入 62，837 60，030 95.5 農林水産業費

分担金及び負担金 46，232 44，987 97.3 f章? 生 費

そ σ〉 他 175，455 175，616 100.1 そ σ】 他

ムロ、 言十 2，238，274 1，685，418 75.3 l口h、 計

〔特別会計の執行状況t

-zヨt~

予算額 支出済額 支出割合

{!l' 万円 {!l' 万円 % 

502，883 371，905 74.0 

369，602 344，108 93.1 

291，956 210，385 72.1 

248，290 183，561 73.9 

237.739 225，185 94.7 

201，273 194，928 96.8 

141，882 110，474 77.9 

134，326 57，376 42.7 

110，323 91，763 83.2 

2，238，274 1，789，685 80.0 

会計区分 下水道事業 農業集落排水事業 簡易水道事業 国民健康保険事業 老人保健医療事業 水族館事業

予 算 客真 32億9，077万円 12億 885万円 5，482万円 28億6，339万円 52億9，322万円 2億3，359万円

歳 収入済額 12億1，680万円 81意 100万円 4，286万円 25億5，184万円 48億7，334万円 2億1，171万円

入 収入割合 37.0% 66.3% 78.2% 89.1% 92.1% 90.6% 

歳 支出済額 30億 325万円 10億1，926万円 4，314万円 24億1，790万円 48億2，124万円 l億9，294万円

出 支出割合 91.3% 84.3% 78.7% 84.4% 91.1% 82.6% 

。
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懇
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神
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rz建
》
す
民
4日

ιゐ
・
紛
糾
相
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ω

¥
4
i
l
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市

。市民 1人あたり
(法人含む)児手

児
童
手
当
と
は

児
童
手
当
は
、
児
童
の
健
全

育
成
を
目
的
に
、

3
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
す
る
人
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

手
当
は
、
3
歳
に
な
る
誕
生

日
の
月
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
児
童
手
当
に
は
所
得

制
限
が
あ
る
た
め
、

請
求
さ
れ

て
も
、
支
給
対
象
に
な
ら
な
い

h
k
d

税
円

‘
ロ
レ
司

車
お

-
R
M
V
M
M
動

ユ

・
司

J
4
自

1

例
U
ト

軽

1，270円

品
たばこ税

4，991円

・その他(入湯税など)

場
合
が
あ
り
ま
す
。

-
支
給
額
(
月
額
)

第

1
子

第

2
子

第

3
子

5
、0
0
0
円

5
、0
0
0
円

1
0
、0
0
0
円

-
支
給
月

斗請
求
さ
れ
た
翌
月
か
ら
支
給

対
象
と
な
り
、

毎
年
2
月

・
6

月

-m月
に
、
前
月
分
ま
で
の

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

缶軍司(/)彊E・
総額(一般会計) 171億1，107万円

市民1人あたり 354，766円

土

客員

62億9，888万円

37億8，102万円

26億3，291万円

13億5，705万円

30億4，121万円

入借分

債

木債

教育債

減税補てん債

他

故

区

縁

-
請
求
の
方
法

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
に
は
、
児
童
手

当
認
定
請
求
書
を
市
役
所
社
会

福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
現
況
届

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
、
児
童
の
養
育
状
況

や
前
年
の
所
得
な
ど
を
確
認
す

る
た
め
に
、
現
況
届
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
受

給
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
の
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
請
求
・
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
課
児
童
家
庭
係

公
的
ω
l
1
0
0
6

σ3 

-E置童図E田

そ

借入額

32億4，000万円

9億円

l億円

42億4，000万円

般会計

下水道事業会計

農業集落排水事業会計

会計区分

一
時
保
育
を

し
て
い
ま
す

家
族
や
お
母
さ
ん
の
都
合
で
、

お
子
さ
ん
の
保
育
が
困
難
に
な

っ
た
時
に
、

一
時
的
に
お
預
か

り
し
、
育
児
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。
6
月
か
ら
、
新
た
に
次
の

2

保
育
園
で
も
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

V
新
た
に
実
施
す
る
保
育
園

川
原
保
育
園

8
M
l
7
8
3
9

天
神
保
育
園

合
引
1
7
5
8
5

・
対
象

生
後
6
か
月
以
上
の

健
康
な
乳
幼
児

・
利
用
で
き
る
時
間

午
前
8
時
初
分
j

午
後

4
時
ぬ
分

言十

ez謹亙ヨ璽盟2・
土

メb、
ロ

1，056，680m2 

建物 189，567m2

基 金 146億9，792万円

有価証券・その他 15億 944万円

-也4J
 

前
固
ま
で
に
保
育
園
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
各
保
育
園

へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

V
既
に
実
施
し
て
い
る
保
育
園

魚
津
愛
育
園

宮
幻
1
9
1
7
6

魚
津
保
育
園

g
n
1
0
4
6
9

魚
津
第
二
保
育
園
E
n
-
-
3
0
1
 

上
口
保
育
園

窓
辺
1
1
3
7
8

吉
島
保
育
園

2
2
1
0
8
0
2

加
積
保
育
園

窓
辺
1
6
3
5
1

本
江
保
育
園

g
M
1
4
6
0
0

a 



〈前売料金〉

1 Fアリーナ ss席 6，000円

2Fスタンド S席 5.000円 男子魚津大会 ~
1 Fアリーナ S席 4，000円

2Fスタンド A席 3，000円 日程・組合せ
※当日券は、 500円高 13:20，-.._，:開始式

|座席表I[ A 
11/13金~ ! 14: OO'-"_'!ユーゴスラビア対オーストラリア

16:30，-.._，:ト ルコ対日 ユノ ア

11/14(i) !:: ~~~オーストラリア対日 γ ア

15:30，-.._，:ユーゴスラビア対ト Jレ コ

11/15(日);13:00~;ト Jレ コ対オーストラリア
: 15: 30，-.._，:口 ユノ ア対ユーゴスラビア

砂チケットの主な発売場所

A 魚津市総合体育館、サンプラザ楽器庖、プレイガイドほか

炉問合せ先 魚津大会実行委員会 合23-1093

第18回鶏泊υぬき苔~マヨソ';)
_~ I 大会成績 (各種目優勝者)
掃海レ んき弓 ラマラソy

Fヲソン・叩km ・ 5kmO~eB: 【ハーフマラソン】 (。は大会新記録)
UR1N  _ Iε 男子35歳未満 O間野敏男(魚津市)

今回は、大会最多となる

3，341名の参加者がありま

した。

大会を支えていただいた

ボランテ ィア、交通整理員

の方々、そして多くの声援

や交通規制にこ、協力いただ

いた市民の皆きん、どうも

ありカfとうございました。

男子35歳以上 石倉 勝(滑川市)

男子50歳以上 横田俊泰(高岡市)

女子35歳未満 。藤井即子(井原市)

女子35歳以上 O河野 恭子(京都府)

【10kmの部】

男子35歳未満 O田口

男子35歳以上 古田

男子50歳以上 山本

男子高校生 朝倉

女子35歳未満 金子

女子35歳以上 広浜

【5kmの部】

政彦(黒部市)

政和(岐阜県)

良二(黒部市)

寛(宇奈月町)

慶子(立山町)

良子(魚津市)

男子中学生

女 子 中学生

一般男子

一般女子

【3kmの部】

。奥井陽平(八尾町)

谷崎優子(魚津市)

0目沢 崇(入善町)

O野尻あずさ(大山町)

男子小学生 大江祐成(滑川市)

女子小学生 O柳淳 史(八尾町)

務窟 di5tJぞ戸ーム竣工記念

10ノア耐火補禁.津湯治

自



鶏詰締結録粘巴告もなさ3
爽通規舗巴3い言

至
新
角
J!I 

丁
目

地鼠
パ ーキングl

-規制日時

6月4日(木)14: 00 

--7日(日)10: 00 

0楽しい祭りにするために、現場の警

察官や指導員の指示に従いましょう 。

0こんなときには警察署
市営駐車喝 ~コ圃圃宅と=コ園圃雫-ゴ竺竺F

ft24-0110へ《ぬ
・むりやり品物を買わ 必六刀

}¥¥，傍U
一日

仁二コ車問通行祭J..tt::

一一→ 一方通行

-ー至滑川

二コ長孟二

J (建て売り住宅紹介)
免職障害刊もしやりを住まい全開!!

浴室HJLZ脂 ザ'<77-/t1 

津間

-敷地面積・・・・・ 268.27m(81.16坪)
.1F床面積・・・・・142.50m(43.11坪)
.2F床面積・・・・・・73.26m(22.16坪)
・延床面積・・・・・ 215.76m(65.27坪)
.施工面積・・・・・ 234.20m(70.85坪)

.土地価格 9，397，000円

.建物価格43，500，000円

-外構工事1，200，000円

員提言者経費、消費税は別途

4ヒ
電

主胤部

;宅地分譲中: 坪単価99 ， 230円~119 ， 270円 :

(17¥ 肌令( 4~ ) 屋外から段差な(室内へ、末永(安心できる高耐久性も魅力。

-敷地面積・・・・・ 234.98m(71.20坪)
.1F床面積・・・・・116.76m(35.40坪)
.2F床面積・・・・・・60.45m(18.30坪)
・延床面積・・・・・ 177.21m (53.70坪)
.施工面積・・・・・ 207.02m(62.70坪)

-土地価格 8，231，000円

-建物価格25，099，000円

-外構工事'，200，000円

※昇降機、障害者用リフト、消費税は別途

a 

されたとき

・暴力行為を見たとき

市民ぐるみで明るく

楽しい祭りにしましょう

平廊1自隼旭価公器
地価公示は、毎年国土庁が地域の代表的、

標準的な使われ方をしている土地を選んで、

適正な地価水準を公表するものです。公表

された地価は、土地取り引きする際の目安

になります。

閲覧用図書は、市建設課、図書館でご覧

になれます。平成10年の市内の主な地点の

地価公示は次のとおりです。

標準地の地番と住居表示
価格(円1m2)
〔変動率 %J

天光寺字右割2131弓喜一5舛ご
73-，-400 
( -5.0J 

吉島 2丁目808番 98，700 
(吉島 2丁目 8番10号) (-6.0J 

本町 1丁目82番地 1 70，000 
(本町 1丁目 4番38号) (-4.2J 

新宿121番15 ， 80，000 
(新宿 7番11号) (-4.3J 

末広町327番 ， 40，000 
(末広町3番目号) (-1. 4J 

上記5地点の平均変動率 (-4.2J 

惨とみ里団地と地価公示の問合せ先

市建設課用地開発係

ft23-1089 
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私の
体脂肪率は?
「看護の日」

日
頃
か
ら
、
健
康
に
は
誰
も
が
気
に

な
る
と
こ
ろ
。
看
護
週
間
の
初
日
、
魚

津
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
富
山
労
災
病
院
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

各
種
健
康
相
談
の
ほ
か
、
血
糖
や
血

圧
、
体
脂
肪
率
の
測
定
サ
ー
ビ
ス
な
ど

が
あ
り
、
看
護
婦
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
記

念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
白
衣
を
ま
と

っ
て
大
喜
び
の
子
ど
も
た
ち
も
。

と
こ
ろ
で
あ
な
た
の
体
脂
肪
率
は
?

5122 
お茶をどうぞ.ノ
魚津愛育園児がお茶会に参加

血

北
信
越
地
区
の
お
茶
会
が
新
川
文
化
お
茶
菓
子
が
お
目
当
て
?
の
子
も
い
ま

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
参
加
し
た
魚
津
愛
す
が
、
お
稽
古
は
い
つ
も
真
剣
そ
の
も
の
。

育
園
児
問
名
、か
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
会
場
で
は
、
園
児
、か
参
加
者
ヘ
元
気

揮
、
見
事
に
お
運
び
役
を
務
め
ま
し
た
。
よ
く
「
お
茶
を
ど
う
ぞ
/
」
と
手
渡
す
と
、

園
で
は
、
年
長
組
の
園
児
が
月

1
回
参
加
者
は
思
わ
ず
に
っ
こ
り
。
張
り
つ
め

お
茶
勺
ぷ
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
ま
す
。
た
雰
囲
気
も
す
ぐ
に
和
ん
で
い
ま
し
た
。
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5120笑顔に送ら
サケ・マス流し網漁船

立こ みをけ県 出族型
っと地なし。内今港や流併口
出も元がた航か年し友しサシ
港あのらあ海らのま人網ケア
風つ若離と安の県しら漁・ 2
景てい岸、全出船たが船マ 0
と、後しテと漁籍。見 2ス O
な見継ま|大はの 送隻流力
り送者しブ漁こ出 るがしイ
まりがたでをの漁 中、網リ
しの乗。別祈日数 、乗漁水
た笑り れつのは 魚組を域
。顔組 をて 28 津員行で
がん 惜乾隻隻 港のう日
目だ し杯だで を家中露

5120 

一
足
お
先
に
水
し
ぶ
き

本
江
小
学
校
で
プ

l
ル
聞
き

県
内
小
学
校
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、

本
江
小
学
校
で
プ
ー
ル
聞
き
が
行
わ
れ
、

児
童
た
ち
が
初
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

同
小
学
校
の
プ
ー
ル
は
、
屋
根
付
き

の
ド
ー
ム
型
で
、
他
の
学
校
よ
り
約
1

か
月
早
く
オ
ー
プ
ン
で
き
ま
す
。
こ
の

日
は
室
温
四
度
(
水
温
包
・

5
度
)
と
汗

ば
む
ほ
ど
の
陽
気
。

児
童
た
ち
は
学
年
別
に
プ
ー
ル
に
入

り
ま
し
た
。
勢
い
よ
く
飛
び
込
む
と
、

友
達
同
士
水
を
か
け
合
っ
た
り
、
水
の

中
に
潜
っ
た
り
し
て
歓
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

5123 
とってもいい眺めだね
ありそドームの一般公開

a 

あ
り
そ
ド
ー
ム
の
建
設
工
事
が
ほ
ぼ

終
了
し
、
オ
ー
プ
ン
に
先
立
っ
て
一
般

公
開
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
地
上
布
・

6
mの
高
さ
か
ら

魚
津
市
内
を
見
渡
せ
る
、
展
望
室
に
人

気
が
集
ま
り
ま
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

前
に
は
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
。
訪
れ
た

人
た
ち
は
、
「
わ
|
き
れ
い
だ
ね
l
」

と
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

あ
り
そ
ド
ー
ム
は

7
月
3
日
に
竣
工
。

翌

4
、
5
日
に
は
一
般
開
放
さ
れ
、
自

由
に
施
設
を
利
用
で
き
ま
す
。



遺跡発掘作業に携わる

シルバー人材センターの

皆さん

古代人の世界に
タイムスリップ

ろ4
h ・_."・、、「
。

真
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
引
き
締

ま
っ
た
顔
つ
き
。
遺
跡
の
発
掘
作

業
に
は
慎
重
さ
が
要
求
さ
れ
ま
す

が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

皆
さ
ん
は
、
て
き
ぱ
き
と
作
業
を

こ
な
し
て
い
き
ま
す
。

遺
跡
の
発
掘
は
、
道
路
や
宅
地

な
ど
、
開
発
が
行
わ
れ
る
前
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現

在
市
内
で
は

1
か
所
、
佐
伯
地
内

で
発
掘
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
の

が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆

さ
ん
で
す
。
年
代
は

m
i
m歳
代

の
方
、
か
中
心
。
現
場
に
は
、
い
つ

も
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
。
「
初
め

は
と
に
か
く
体
を
動
か
し
た
く
て

来
た
ん
で
す
が
、
土
器
が
出
る
た

び
に
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
て
。
今

は
、
い
つ
も
わ
く
わ
く
し
な
が
ら

や
っ
て
い
る
ん
で
す
」
と
話
す
会

員
の
皆
さ
ん
。

決
し
て
楽
な
作
業
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
重
機
が
使
え
な
い
た
め
、

ス
コ
ッ
プ
で
穴
を
掘
り
、
一
輪
車

で
土
を
運
ぶ
、
地
昧
な
作
業
が
中

心
で
す
。
埋
蔵
物
が
出
れ
ば
、
小

さ
な
シ
ョ
ベ
ル
で
周
囲
の
土
を
取

り
除
い
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
も
大

変
神
経
を
使
い
ま
す
。
「
で
も
、

ひ
と
た
び
埋
蔵
物
が
出
れ
ば
、
み

ん
な
集
ま
っ
て
来
て
、
あ
れ
こ
れ

推
理
す
る
ん
で
す
。
と
て
も
口
マ

ン
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
ね
」
。

作
業
の
甲
斐
あ
っ
て
、
市
内
で

も
数
多
く
貴
重
な
文
化
財
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
伯
遺
跡
で
も

縄
文
時
代
前
期

(
5千
数
百
年
前
)

の
住
居
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し

た。「
何
千
年
前
と
い
っ
て
も
、
大
金

を
手
に
す
る
よ
う
に
実
感
が
わ
き

ま
せ
ん
が
、
人
口
が
少
な
い
時
代

に
古
代
人
が
こ
こ
に
住
ん
で
い
た

と
思
う
と
す
ご
い
で
す
よ
ね
」
。

こ
れ
か
ら
も
体
力
の
続
く
限
り
、

作
業
に
携
わ
り
た
い
と
話
す
皆
さ

ん
。
今
後
発
掘
が
予
定
さ
れ
る
吉

野
、
石
垣
平
地
内
で
も
、
大
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

企慎重に土を運び出します。

慶田俊成さん(大柄野)

忙しい毎日の清

涼剤は、週守口近

所の皆さんと麻雀卓を囲むこ

ととか。「みんな自然に集まっ

てきます。楽しく話をすれば、

いい患抜きになります」

趣昧の仲間、宮坂さんへ

友だちのわで紹介さ

れたら、テレないで

参加してください。

お願いします。

-・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ E圃圃 ・・圃 ・・・ ・・圃

5月号の常禦さんから
スタート

宮坂彦成さん怖輔)

10数曲ある、魚
津の民謡を残して

いきだいと話す宮坂さん。

「現在楽譜を作成中です。今年

中に完成させて、きちんとし

だ形で後世に残しだいですねJ

楽しい民謡仲間、中さんヘ

-・ ・・・ ・・圃 ・・・ ・圃・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・圃 ・・・ ・・・ ・・・ .圃 ・・・

a 



憩いのひろばは、みなさんに登場していた

だくページです。

各コーナーに出ていただける人やグループ

を募集しています。

健、~
留学生として貴重な9か月間

ジュリー・ローベルさん

23-!d/S' 
企画広報室(823-1015)までご連絡下さい

私
は
、
去
年
の

8
月
に
ロ
ー
タ

リ
ー
交
換
留
学
生
と
し
て
、
初
め

て
日
本
に
来
ま
し
た
。

9
か
月
間

魚
津
に
住
み
、
市
内
3
か
所
の
ホ

ス
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

魚
津
に
住
ん
で
い
る
聞
に
は
、

本
当
に
多
く
の
人
に
出
会
い
、
た

く
さ
ん
友
達
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ホ
ス
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

や
通
学
し
て
い
た
新
川
女
子
高
校

の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
魚
津
の
皆
さ
ん
は
、
と
て

も
親
切
で
人
な
つ
っ
こ
い
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
初
め
て
会
っ
て
話

を
す
る
の
に
、
も
う
何
年
も
前
か

ら
そ
の
人
を
知
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
。
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
、
ち
ょ

っ
ぴ
り
難
し
い
け
ど
温
か
み
の
あ

る
魚
津
弁
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
・
・
・
。

い
ろ
ん
な
所
に
も
遊
び
に
行
き

ま
し
た
。
地
区
の
違
う

3
軒
の
家

に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
市

内
を
く
ま
な
く
回
る
こ
と
が
で
き
.

ま
し
た
。
海
、
山
、
田
ん
ぼ
に
畑
、
そ

し
て
美
し
い
町
並
み
。
魚
津
で
は

い
ろ
ん
な
景
色
に
出
会
え
ま
し
た
。

特
に
思
い
出
す
の
は
、
埋
没
林

博
物
館
、
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
、

水
族
館
で
す
。
霊
気
楼
は
不
思
議

な
も
の
で
す
ね
。
埋
浸
林
博
物
館

で
霊
気
楼
の
で
き
る
し
く
み
を
知

っ
た
の
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
不
思

議
で
す
。
日
本
に
い
る
聞
に
、
実

物
を
一
度
見
て
お
き
た
い
で
す
。

実
を
言
う
と
私
は
、

6
月
間
日

に
ア
メ
リ
カ
に
帰
る
予
定
で
す
。

短
い
期
間
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
を
詰
め
込
ん
で
、
胸
、か

い
っ
ぱ
い
で
す
。
多
分
帰
国
し
て

も
、
魚
津
で
知
り
合
っ
た
皆
さ
ん

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
さ
び
し

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
交
換
留
学

生
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も

幸
運
で
し
た
。
将
来
、
今
度
は
英

語
の
講
師
と
し
て
皆
さ
ん
に
日
本

で
お
会
い
し
た
い
で
す
。

魚
津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
、
友
達
の
み
ん
な
、
そ
し
て
ホ

ス
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
元
気
ク
シ

ネ思 宝 富士厄色
/い 白 木η不出
渋ぎ附IJ本
ぷ ん 千

野 ?琢を
言宣言磨ま
云 2E
つ男 Fυ

て )

τ』 ←J 、』令己 d六 三~.::.-~ .-J，o ...... 

...ホスト・ファミリーの谷川さんと(中央後列がジ‘ユリーさん)

ス
ク
ス
ク
ち
ゃ
ん

鹿

熊

ち

さ

と

高
橋
千
里
ち
ゃ
ん

(刊
紙
英
文
・さ
ゆ
り
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)

{
お
包
さ
ん
の
一
言
}

モ
リ
モ
リ
食
べ
て
、
元
気
制
倍

ダ
/-

-・・ ・・圃 ・・・ ・圃圃 ・・・ ・・・ ・・圃 圃園田 ・・・

中 博昭さん(仏国)

6年前に胡弓を
習い始めだと話す

中さん。年?白魚津まつりの

舞台で演奏するとか。「なかな

かうまくなりませんが、演奏

後のお酒ガおいしいて・すねJ

仲の良いお友達、慶潰さんへ

ーー・ ・・・ ・・圃 ・・・ ・・・ a園田 ・・・ ・・・

慶漬かおるさん(青島)

ご自宅の庭で育

てるお花を使って、

押し花作りに夢中とか。

「まだ始めて3か月ですが、
やがて風景画にも挑戦して、

家の中に飾ってみ疋いですねJ

仲の良いお友達、高島さんへ

高島久美子さん(三ケ)

最近運動不足を

感じ、近所の万と

夜一緒に歩いているとか。「体

調ガ良くなります。前回実は

三日坊主だっ疋ので、今日ガ

らまだ再開しますJ

仲の良いお友達、河崎さんヘ

-・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・圃圃

来
月
号
へ

血



E.6月の休館日 4--17目、 21目、 29日、 30日
田園圃圃・ 開館時間 平日9:30--18:00 土日9:30--16:00

自言題@ー耐

住禾峰三著
死刑制度に揺れる裁判官の苦悩。被告人の背中に垣間

見える犯行への道のり。長ヨ|く審理による原告の感情の

移り変わり。傍聴席から裁判の現場を見続けてきだ著者

ガ問う、裁判において罪と人間の狭間にあるものとは。

人が人を裁くということ

楽
し
く
え
ら
ん
で
こ
の
一
冊
企
新
着
図
書
か
ら
V

-

一

般

「
犠
牲
」
へ
の
手
紙
柳
田
邦
男

人
生
に
は
何
ひ
と
つ
無
駄
な
も

の

は

な

い

遠

藤

周

作

病
状
で
解
る
あ
な
た
の
深
層
心
理

マ
ー
チ
ン

・
ラ

ッ
シ
ュ

私
と
い
う
小
説
家
の
作
り
方

大
江
健
三
郎

漢
字
の
楽
し
み
方
辰
濃
和
男

社
会
人
に
な
る
と
い
う
こ
と

秋
庭
道
博

mm
本
格
ミ
ス
テ
リ
ー・

ベ
ス
ト
叩

探
偵
小
説
研
究
会

も
う
す
ぐ
あ
な
た
も
遠
距
離
介
護

太
田
差
悪
子

客

家

見

聞

録

緒

方

修

寂
聴
ほ
と
け
径
瀬
戸
内
寂
聴

全
国
古
代
遺
跡
め
ぐ
り

P
H
P
研
究
所

遥
か
な
る
車
窓
(
ヨ
ー
ロ

ッパ

編
)

楼

井

寛

-v文学
・
小
説

女

狐

の

農

津

田

ふ

じ

子

朝

霧

北

村

葉

樹

縛

永

井

す

る
み

水
の
抱
擁

山
本
道
子

ゆ
ら
ゆ
ら
と
浮
か
ん
で
い
く
王

国

に

田

村

優

之

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド

ロ
ザ
ム
ン
ド

・
ピ
ル
チ
ャ

l

や

児

童

ク

マ

の

子

太

郎

今

関

信

子

真
夜
中
の
ス
パ
ゲ

ッ
テ
ィ

イ
ン
グ
リ

l
ト

・
ユ
l
べ

が
ん
ば
れ
、
セ
リ

l
ヌ

ブ

ロ
ッ
ク

・
コ

ー
ル

笛

吹

童

子

橋

本

治

大
き
い
カ
ア
ア
と
小
さ
い
カ
ア

カ
ア

ア
ヒ
ム

・
ブ
レ

l
方

l

図
書
館
講
座
で
へ
月
J

知
識
を
得
ょ
う
/
(
6
)

2
日
(
さ
朗
読
録
音
研
修
会

げ
日
丞
佐
々
木
文
書
研
究
会

問
日
(
念
古
文
書
解
読
会

お
日
(
冬
草
が
な
で
読
む
読
書
会

但
日
(
芯

川
柳
教
室

初
日
容
山
由
時
事
英
語
を
読
む
会

幻
日
(
土
)
魚
津
短
歌
会

お
日
官
)
源
氏
物
語
を
読
む
会

「ー
み
ん
な
集
ま
れ
|
|
」

「

|
子
供
の
つ
ど
い

し

子
供
映
画
劇
場

初
固
ま

午
前
日
時
初
分

「
母
を
た
ず
ね
て
三
千
里
」
ほ
か

。
「
春
の
野
山
」
写
真
展

初
日
(
日
)
ま
で
展
示
中
/

4
日
(
木
)
か
ら
げ
日
(
水
)
ま

で
資
料
等
の
整
理
の
た
め
、
休

館
い
た
し
ま
す
。

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊、

2
週
間
(
∞
は

1
週
間
)
ま
で
で
す
。

ハ
こ
ぱ
と
〉

O
大
豆
で
豆
禽
e

つ
く
り

6
日
(さ

午
後
2
時

i

と
っ
て
も
お
い
し
い

豆
腐

が
で
き
る
よ
。

・
対
象

小
学
生
、

一
般

・
材
料
費

印
円

。
工
作
教
室

和
紙
を
染
め
て
遊
ぼ
う
!

日
日
乏

午

後

2
時
j

・
講
師

花
岡
貞
彦
先
生

・
対
象

小
学
生

・
参
加
費
無
料

。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ツ
ク
シ
ア
タ
ー

(
こ
ど
も
の
国
劇
団
)

幻
自
主

午
前
日
時

ω分
j

手
品
や
人
形
劇
な
ど
楽
し

き
い
っ
ぱ
い
、
夢
い
っ
ぱ
い
。

・
対
象

幼
児
j

一
般

・
参
加
費
無
料

6月の歩こう会

6
月
7
日
(
日
)

午
前
6
時

ω分
J

R
魚
津
駅
集
合

神
通
峡
へ
。
J
R
猪

谷

駅

下

車

神

通
川
の
対
岸
を

経
由
し
、
J
R
検
原
駅
ま
で
歩
き
ま
す
。

・
交
通
費
各
自
負
担
、
昼
食
持
参

V
問
合
せ
先

魚
津
歩
こ
う
会
岱
μ
1
1
4
7
0
(
三
輪
)

こぱと{大町}
824-2402 

かもめ(経田}
823・1777

ハ
か
も
め
〉

O
と
ベ
と
ベ

紙
飛
行
機
づ
く
り

η
日
彦
、
同
日
宋
)

午
後
3
時
j

自
分
で
作
っ
た
飛
行
機
が

飛
ん
だ
、
飛
ん
だ
ー
さ
あ
、

頭
と
体
を
使
っ
て
遊
ぼ
う
0

.
参
加
費
無
料

。舎

。
父

の

日

の

り

プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

初
日
乏

午

後

2
時
ー

か
お
父
さ
ん
の

顔
の
ク
ッ

キ
ー
。
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
1

・
材
料
費

日
円

血



感脇田

料 I;;7~回4目-31-2525 
おりが砂諸民旗箇

料|抱山社富山支部
宮 22-4421

6月21日(日)10: 00'"'"'11 : 50 
7日目 |刊例制'98 ||600円 新川文化ホール 13:00'"'"'16:00 
大ホール ネ十全入院奉婆:盲奉舎 14:00 I (当日券700円) 宮 23-1123

水に住む生き物をおりがみで製作し

10門サ山ンサー卜
前売券2，500円 ミラージュミュー

ます。お父さんにプレゼントしよう ノ
19:00 (当日3，000円) ジックラヴアーズ

小ホール フルートとハープの調べ 小学生以下2，∞o円 fi24-0121 -初めての方はー・「サカナの小物入れ」

11日附 講演会 19:00 500円
魚津商工会議所 -上級者の方は・ー「カメの小物入れ」

小ホール 「より儲ける為の経営」 fi22-1200 

モ曾12日告白 魚津演劇鑑賞会例会 18:30 会員制
魚津演劇鑑賞会

約15分で完成します。大ホール 「ニノチ力」 fi24-6635 

イードースAト寄マン華・寺ウイ島ンド'・98特別公演
アンサンブル 会場 水族館2階海洋水槽特設会場

一般
14日目 | 能、 6，000円 講師 高山三千江さん

新川文化ホール
惨申込み・問合せ先

fi23-1123 
魚津水族館 包24-410015:00 I 学生

2，500円

うおづおやニ劇場

15日開 116ぴりeゆdっ?24MuLt曹2p-tE削弘~Øl.~時SW4ECねU、るc 
(会員制)

特別会員券|ぅ…やこ劇場

大ホール|

18:30 
おとな3，200円 宮 24-5471
こども2，800円

20日出 令ジャ-1tズk努・ス4ペi.cー挙ス動・in'98 18:30 
600円 新川文化ホール

小ホール NIIKAWA (当日券700円) fi23-1123 

21日目 藤間流華松会舞踊会 11 :00 関係者
華松会

大ホール 魚津公演 fi24-1587 

28日日)
詩吟神風流富山県大会 9:30 無料

神風流富山県総支部

小ホール fi24-0140 

30日eA1
NHK交響楽団演奏会
指揮 :ベータ-・グー卜
19:00開演

新川文化ホール
A席 6，000円

S席 8，000円

大ホール

-市切開酬明 I 
-害支持母年寄ヘ.
Eーふも二万込ザI!fl、玉手ぇ 1九百~宇アバ ¥仁 ; 

E11なよ益三越進諸手五.I

B席 4，500円

fi23-1123 

催物の一部てす。詳い、ことは、サンプラザ、

ト

ト
一

一

ト

サ

サ

一

ン

ン

サ

コ

コ

ン

レ
ト
一
コ

ブ
一
リ
ド

祭
サ
ミ
一

楽
ン
ア
ナ

音
コ
フ
ム

野
ト
流
口

み

一

受

プ

づ

ル

露

足

か
フ
巴
洗

日
日
日
目

、、J
n
4
u
n
H
U
守

r'

rv
、凋
a
-
n
J
ι

内
ノ

ι

月

月

月

月

円。ハO
円。円。
手
、
U
，

、一v

↓

圃
『
，
サ
ワ
エ
ヴ

曜

い
レ
叶
一

-

M

 

2

a

 

守
『
伸

h
円

υ'

富山県立近代美術館所蔵邑白歯組@員御
17月9日嗣-20日伺 9時-18時展示ホール |

富山県立近代美術館が所蔵する優れた美術作昂展示 ・入場料無料

血

歴史民俗博物館考古学教室ー

土器づくりコース匂
縄文時代の土器はどうやってできるの

かな?君だけの土器を作ってみようノ

女型づくり 7月4日(土)

午後 2 時~5 時

台野焼き 7月19日(日)

午前 9時~正午

定員 20名(申込み順)

場所 魚津歴史民俗博物館

持ち物 筆記用具、軍手

炉申込み・問合せ先

市教育委員会社会教育課 ft23-1045

英語でおしゃべりしませんか?

インクリッシュ・サロン

6月23日(火)19 : 00 '"'"' 20 : 30 

今回は、アメリカンソングについて

おしゃべりしましょっ 。

会場 市役所第 1会議室

炉申込み・問合せ先

市企画広報室国際交流 ・女性係

ft23-1017 



一平
成
昭
年

4
月
か
ら
介
護

一保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す

こ
の
制
度
は
、
寝
た
き
り

・

痴
呆

・
虚
弱
な
ど
で
介
護
や
支

援
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
、

利
用
者
の
希
望
に
よ
り
、
総
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
を
創
ろ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
現
在
、
こ
の
た
め
の
準
備
を

進
め
て
お
り
、
7
月
に
は
「
高
齢

計

f

お

知

者
の
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
今
後
も
広
報
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

今
月
号
と
同
時
配
布
の
、
介
護

保
険
制
度
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
高
齢

・
介
護

対
策
{
至

合
お
|
1
0
0
7

一
義
肢
・
装
具
の

一
相
談
会

身
体
障
害
者
の
方
で
、
義
肢

や
装
具
の
調
子
の
悪
い
方
、
新

し
く
作
り
た
い
方
の
相
談
を
受

付
け
ま
す
。

V
日
時

6
月

μ
日
(
水
)

午
後
1
時

ω分
j
3
時

V
会
場

市
役
所

3
階
会
議
室

「司
川情
聴
i

誌

の

|
|
|
|

一
相
談
会

身
体
障
害
者
の
方
で
、
耳
の

不
自
由
な
方
、
補
聴
器
の
調
子
の

悪
い
方
の
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

V
日
時

7
月

2
日
(
木
)

午
後
1
時
初
分
j

3
時

V
会
場

市
健
康
セ
ン
タ
ー

。
ら

せ

一
市
民
手
語
教
室
の

一
開
催
に
つ
い
て

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

V
日
時

7
月
日
日
、
幻
日
、

m日
、
8
月

5
日
、
ロ
日
、

凶
日
、
お

日

計

7
固

い
ず
れ
も
水
曜
日
、
午
後
7
時
j

v会
場

新
川
文
化
ホ
ー
ル

刷
会
議
室
(
%
は
加
会
議
室
)

.
受
講
料
無
料

・
申
込
受
付
期
間

6
月
日
日
2

1

7
月
比
回
答

一

H
l
Vウ
イ
ル
ス
に
よ
る

一免
疫
機
能
障
書
に
つ
い
て

4
月
か
ら
、
H
I
V
(
ヒ
ト
免

疫
機
能
不
全
)
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
機
能
障
害
が
、
身
体
障

害
に
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

該
当
す
る
場
合
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

V
以
上

4
件
の
詳
し
い
問
合
せ

や
申
込
み
は

市
社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係

告
お
|
1
0
0
5

。

イベント

二
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
H

一富
山
県
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
少
年
非
行
を
防
ぎ
立
ち
直

り
を
助
け
る
た
め
に
」

ー
家
庭
の
役
割

l

v日
時

7
月

5
日
(
日

)

午
後

2
時
j

v会
場

新
川
文
化
ホ

l
ル

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
民
生
活
課

市
民
係

企
お
|
1
0
0
3

一魚
津
Y
E
G講
演
会

一『
よ
り
儲
け
る
掲
の
経
営
』

V
日
時

6
月
日
日
窓
午
後
7
時
i

v会
場

新
川
文
化
ホ
ー
ル

・
講
師
木
下
孝
仁
氏
、
三
由
弘
人
氏

・
入
場
料

5
0
0
円

V
問
合
せ
先

魚
津
商
工
会
議

所
青
年
部

a
n
i
l
2
0
0

。
Q 

金担
め
負
枇

の
拡
白

1

道
K
主
第

市
財

s月30固まで

一全
国
水
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

一富
山
大
会

内
容

幸
田
シ
ャ

l
ミ
ン
さ
ん

の
記
念
講
演
、
水
環
境
保

全
活
動
の
事
例
発
表
な
ど

V
日
時

6
月
日
日
(
木
)

午
後

1
時
j

v会
場

黒
部
市
国
際
文
化
セ

ン
タ

l
(コ
ラ

l
レ
)

.
入
場
無
料

V
問
合
せ
先

新
川
広
域
圏
事

務
組
合

mu
n

-
-
0
2
4

一ア
ユ
解
禁
角
川
・
布
施
川

一片
員
川
(
8
号
線
の
下
流
)

.
釣
り
(
毛
針
釣
り
、
友
釣
り
)

6
月
却
日
(
土
)
午
前
5
時

・
投
網
、
て
ん
か
ら
網

6
月
お
日
宋
)
正
午

V
遊
漁
許
可
の
手
続
き

釣
り
の
遊
漁
許
可
は
市
内
の

釣
具
庖
で
受
け
て
く
だ
さ
い
0

.
網
漁
の
手
続
受
付
期
間

6
月
初
日
(
土
)
j
お
日
宋
)

V
手
続
場
所
、
問
合
せ
は

呉
東
内
水
面
事
務
所
(
受
付

期
間
中
)
告
側
l
Mm
1
9
8
9
3
7

自



募集

一『
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

一愛
称
募
集

魚
津
市
が
一
望
で
き
る
桃
山

運
動
公
園
の
小
高
い
丘
に
立
つ

「
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

V
応
募
方
法

ハ
ガ
キ

1
枚
に
つ
き
愛
称
1

案
と
そ
の
意
味
を
-記
載
し
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
お
送
り
く

だ
さ
い
。

(F
A
X
、
電
子
メ

l
ル
で
も
可
)

.
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

V
応
募
期
限

7
月
叩
日
釜
申

当
日
消
印
有
効

最
優
秀
賞

1
点

優
秀
賞

2
点

(入
選
者
に
は
図
書
券
を
贈
呈
)

V
応
募
・
問
合
せ
先

干
W

|
附

魚

津

市

役

所

企
画
広
報
室
企
画
開
発
係

企
お

1
1
0
1
7
m
n
1
1
0
5
4

E
r
h戸一
〈

C
⑤

o
-
q
-
C
O
N
E
・円
()〕忌
5mw・号

一
黒
部
ル

l
ト
見
学
会

一
参
加
者
募
集

V
日
時

7
月
お
、
初
日
・
8
月

6
、
初
、
幻
日
・
9
月
3
、
日
、
げ
、

μ
日
・
日
月
1
、
日
、
辺
、
犯
、
加
日
・

1
月
4
、
5
、
口
、
ロ
、
凶
、
問
、

5
、
F
0
1喝

円

ノ

臼

つ

山

E
L

・
応
募
対
象
小
学
校
5
年
生

以
上
の
健
康
な
方

(小
学
生
は
保
護
者
同
伴
)

.
見
学
コ

l
ス

「
棒
平
出
発
コ
ー
ス
」

「
黒
部
ダ
ム
出
発
コ

l
ス」

・
定
員

各
コ

l
ス
初
名
(
抽
選
)

・
応
募
締
切

実
施
日
の

6
週

間
前
(
締
切
日
到
着
分
有
効
)

V
応
募
方
法
や
詳
し
い
問
合
せ
は

黒
部
ル

l
ト
見
学
公
募
委
員
会

合

0
7
6
4
|
必
|
8
2
6
3

V
入
選

一初
心
者
の
た
め
の

一ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
教
室

※
ワ
ー
プ
ロ
教
室
(一太
郎
山
5
)

基
本
操
作
と
文
書
の
作
成

6
月
口
日
(
水

)
i
時
日
(
木
)

※
パ
ソ
コ
ン
教
室
(
ロ
l
タ
ス
川
)

簡
単
な
表
計
算
を
学
び
ま
す

6
月

μ
日
(
水
)
j
お
日
(
木
)

V
時
間

午
後
6
時

1
9
時

・
定
員

各
初
名
(
申
込
み
順
)

・
受
講
料

無
料

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

B
M
1
9
5
7
9
(
月
曜
日
は
休
館
)

一パ
ソ
コ
ン
教
室

一(
魚
湾
工
業
高
校
開
政
講
座
)

V
開
講
日

6
月
日
日
(
木
)
、
凶
日
(
金
)
、

幻
日
(
月
)
、
お
日
(
火
)
、

M
日

(
水
)
、
お
日
(
木
)
、
初
日
(
金
)

V
時
間

午
後
6
時
j

8
時

ω分

・
定
員

初
名
(
申
込
み
順
)

・
受
講
料

無
料

・
対
象

一
般
成
人
(初
心
者
)

.
申
込
期
間

6
月
3
日
(
水
)
j
m
日
(
水
)

ハ
ガ
キ
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

魚
津
工
業
高
校
(
池
田
)

魚
津
市
浜
経
団

3
3
3
8

窓
辺

|
2
5
7
7

圏公共施
設
や
文
化

・
歴
史

施
設
、
企
業
な
ど
を
訪
れ
ま
す
。

お
ひ
と
り
で
も
、
、
グ
ル
ー

プ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

V
定
員

各
お
名
(
申
込
み
順
)

V
参
加
費

無
料
(
た
だ
し
、

入
館
料
等
は
各
自
負
担
、

昼
食
は
各
自
持
参
)

V
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ

ガ
キ
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
に
は
次
の
事
項
明
記

・
個
人

住
所
・氏
名
・年
齢
・

電
話
番
号
・希
望
日

・
団
体

(
日
名
ま
で
)

団
体
名
・
代
表
者
の
住
所
・

氏
名
・年
齢
・電
話
番
号

・

参
加
人
数

・
希
望
日

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

干
知
l

肺
魚
津
市
役
所

企
画
広
報
室
広
報
情
報
係

宮
お
|
1
0
1
5

間
毘
ね
り
お
窃
肌
バ
ス

6月21日(日)

午前10時まで受付

.大町公民館

参加費一般 2，000円

学生 1，000円 実施日 日 程

6月30日 埋没林博物館一一片貝の洞杉一一歴史民俗博物館(昼食)

(火) 一一長引野カノ コユリ見本国一ーありそドーム

7月14日 魚津郵便局一石川製麺(械一入善フラワーセンター(昼食)

(火) 一下山芸術の森(入善町)ーとみ里団地

8月31日 消防署 宮沢清掃センター(黒部市)

(月) 新川文化ホール(昼食) 佐伯遺跡 水族館
炉問合せ先

魚津棋友会 ft22-3854
いずれも午前9時市役所正面出発、午後3時ごろ解散。一部日程を変更することがあります。

血



一み
ん
な
で
ひ
っ
ぱ
れ
f

一た
て
も
ん
協
力
隊
募
集

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
「
た
て
も
ん
祭

り
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
o

v参
加
募
集
対
象

①
満
四
歳
以
上
の
男
女
(
高
校
生

は
除
く
)
両
日
と
も
川
名
ず
つ

②
小
学
校
3
年
生
以
上
の
児
童

と
そ
の
父
兄
(
親
子
で
参
加
)
削
組

V
日
時
8
月
7
日
(
金
)
・
8
日
(
土
)

(
た
だ
し
、②
の
親
子
参
加
は

8
日
(
土
)
の
み
実
施
)

※
両
日
と
も
、
午
後
6
時
に
、

埋
没
林
博
物
館
へ
集
合

(
夕
食
は
各
自
で
済
ま
せ
て
き

て
く
だ
さ
い
)

V
申
込
期
限

7
月
日
日
(
水
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

包
お

1
1
0
4
5
m
お

1
1
0
5
2

一
柔
道
教
室

一
参
加
者
募
集

V
日
時
・
内
容

午
後
7
時
j

9
時

毎
週
水
曜
日
一
般
練
習

毎
週
金
曜
日
形
、護
身
術
な

ど
(
特
に
、
中
学
、高
校
生
の

形
の
指
導
を
し
ま
す
)

V
会
場

東
部
中
学
校
武
道
場

.
年
令
、性
別
、経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

2
M
l
7
3
9
1

(西
尾
)

市
県
民
税

(
1
期
分
)
の

納
期
が

7
月
に
な
り
ま
す

特
別
減
税
(
所
得
税
・住
民
税
)

の
追
加
実
施
が
予
定
さ
れ
る
の

で
、
市
県
民
税
(1
期
分
)
の
6
月

納
期
を
7
月
納
期
に
延
期
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
税
務
課
課
税
係

雪

山ω
|
1
0
0
9

一下
水
道
受
益
者
負
担
金

一週
年
度
分
の
納
付
に
つ
い
て

過
年
度
分
の
納
め
忘
れ
の
あ

る
方
は
、
至
急
納
付
願
い
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
下
水
道
課

業
務
係

mu
お

|

1
0
3
8

年
金
の
振
込
通
知
書
は

年
1
固
に
な
り
ま
す

こ
れ
ま
で
、
年
金
の
振
込

通
知
書
は
、
年
6
回
の
支
払

月
ご
と
に
送
付
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
叩
年
度
か
ら
は

年

1
回
の
送
付
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
6
月
に
送
ら

れ
て
く
る
振
込
通
知
書
の
み

と
な
り
ま
す
。

支
払
月
は
、
今
ま
で
ど
お

り
2

4

6

8

m

ロ
月
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
な

お
、
振
込
み
の
確
認
は
、
各

自
の
通
帳
の
記
載
に
よ
っ
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
年
金
額
の
改
定

が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
つ
ど

一刈
り
取
っ
た
草
は

一川
ヘ
流
さ
な
い
で

毎
年
、
農
作
業
な
ど
で
刈
り

取
ら
れ
た
雑
草
が
河
川
に
流
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
河
川
は

汚
れ
、
海
に
流
れ
つ
い
た
雑
草
が

網
に
か
か
る
被
害
も
で
て
い
ま

す
。
環
境
保
全
の
た
め
に
も
、
刈

り
取
っ
た
草
は
河
川
に
流
さ
ず
、

適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
農
業
水
産
課

農
政
係

包
お
1
1
0
3
4

通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
振
込
通
知
書
の
簡
略

化
に
よ
り
、
経
費
が
節
減
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
保
険
年
金

課
国
民
年
金
係

mu
お

1
1
0
1
2

瓦
司
-
年
を
迎
え
た

一検
察
審
査
会

交
通
事
故
や
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、

警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
起
訴
し

て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不

満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検

察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用
は
無
料
で
す
。

V
問
合
せ
先

魚
津
検
察
審
査

会
事
務
局
窓
辺
|
0
1
6
0

¥
相
談
は
無
料
で
す
|
ノ

〆1
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
¥

曜
日
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

月
1
金
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

園
闘
制
国

9
時
1
口
時

閑
閑
開
制
凶
(
予
約
制
)

第

4
火

曜

日

日

時

l
m時

間
闘
制
国
第
1
・
3
木
曜
日

日
時
1
日
時

団

閣

閣

市
民
相
談
室

宮
お
1
1
0
0
3

開
閉
阿
国

第

2
金

曜

日

日

時

1
日
時

会
場
サ
ン
プ
ラ
ザ
問
合
せ
は

富
山
地
方
法
務
局
g
n
l
0
4
6
1

圏
阿
国
平
日
の
9
時
i
M
時
と

第

1
・
3
土
曜
日

9
時
i
ロ
時

市
教
育
セ
ン
タ
ー

E
n
-
-
7
1
7

開
国
同
凶
園
開
国
間
国

市
社
会
福
祉
課

怨
お
1
1
0
0
6

間
関
闘
国

火
・水
・金
曜
日

9
時
j

M
時

市
商
工
観
光
課

mu
n
-
-
0
2
5

国
間
闘
闘
闘

9
時
i
口
時
市
役
所
高
年
齢
者

職
業
相
談
室

合
お
|
1
0
9
1

四
回
国
闘
闘
嗣
凶

9
時
i
げ
時

パ

l
ト
雇
用
セ
ン
タ
ー
(
サ
ン
プ
ラ
ザ
内
)

2
2
1
8
1
5
2
 

自



(生活排水をクリーンに)

合
併
処
理
海
化
槽
の

超
置
補
助
制
度
に
つ
い
て

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
さ

れ
る
方
に
は
、
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
設
置
工
事

前
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

-
対
象
地
域

魚
津
市
全
域
(
た
だ
し
公
共

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
事
業
・

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

・
プ
ラ
ン
ト
計

画
区
域
を
除
く
)

-
補
助
金
の
限
度
額

(
1
基
)

5
人
槽

3
7
5
、
0
0
0
円

6
1
7
人
槽

4
3
8
、
0
0
0
円

8
1
m
人
槽

5
5
5
、
0
0
0
円

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
環
境
係

mu
お
|
1
0
4
8

水
道
管
を

洗
嘗
し
ま
す

-
期
間
6
月

8
日
(
月

)
iロ
日
(
金
)

午
後
叩
時

i
午
前

3
時

市
内
全
域
で
、
水
道
管
の
内

部
を
清
掃
す
る
洗
管
作
業
を
行

い
ま
す
。

一
部
の
地
域
で
は
、

水
圧
の
低
下
や
赤
い
水
(
鉄
分
)

の
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
水
道
局

g
n
1
1
0
1
3
 

爪
閣
閣
嗣

ω問
問
凶
閣
の

6
月
の
検
針
分
か
ら
上
水
道

及
び
一
部
簡
易
水
道
の
使
用
料

金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
新
料
金

は
、
市
広
報
4
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ご~舗窃~~~~ご議以患~
惨善意銀行へ 〔敬称略〕

水野敏夫大字下村木町 100，000円

かんっき経j畢武志新角川二丁目 3，000円

有津政雄村木町 10，000円

稗畠正一印田 20，000円

片山桂子本町二丁目 30，000円

漬浦 賓新角川一丁目 10，000円

尾谷寅雄東城 150，000円

楼坂幸男上村木一丁目 30，000円

上口保育園職員一同 4，600円

早川元彦緑町 50，000円

越野福子本江 600，000円

(伺魚津鋲金吉島 5，000円

惨社会福祉基金として

中島久義火の宮町

匿名

街
路
樹
な
ど
の
書
虫
駆
除

薬
剤
倣
布
を
行
い
ま
す

6
月
上
旬
か
ら

7
月
下
旬
ま

で
の
梅
雨
時
期
に
、
市
が
管
理

す
る
街
路
樹
や
公
園
の
樹
木
の

害
虫
駆
除
の
た
め
の
薬
剤
散
布

作
業
を
行
い
ま
す
。

散
布
作
業
の
際
に
は
、
歩
道
な

ど
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
や
駐

車
さ
れ
た
自
動
車
の
移
動
、
洗
濯

物
の
取
り
入
れ
な
ど
を
お
願
い

し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
街
路
樹
や
公
園
の
樹

木
に
害
虫
が
発
生
し
た
場
合
や

枝
払
い
な
ど
が
必
要
な
場
合
は

そ
の
作
業
は
市
で
行
い
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
公
園
住
宅
課

公
園
保
全
係
岱
幻
1
1
0
2
7

合 23-1019 

~~掲ス保畏圏富(6 月)
惨実施地域 経団地区 ・松倉地区

惨問合せ先 県 LPガス保安センター

ft24-5340 

電宣言情報 -市政情報告22-3600

100，000円

20，000円

不鳳畠爽鈎
砂ゆずります ・大型犬用犬小屋

・大型犬用ペッ トケージ

砂もとめます ・ワープロ

・ベビーカ- ・ベビーチェア

・ベビーラ ック

砂申込み・問合せ先

市総務課行政係

一
商
工
業
実
態
基
本
調
査
の

一
・
お
願
い

製
造
業
、
卸
売
・小
売
業
及
び
飲

食
屈
を
有
す
る
法
人
企
業
及
び

個
人
企
業
か
ら
無
作
為
抽
出
さ

れ
た
企
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

調
査
日
は
6
月

ω日
で
す
。

V
問
合
せ
先

市
総
務
課
行
政
係

mu
n
-
-
0
1
9
 

一
防
火
管
理
者

一
資
措
取
得
講
習
会

V
講
習
日

(
甲
種
)

6
月
お
日
宋
)
、
初
日
套

V
会
場

魚
津
市
消
防
本
部

・
申
込
期
限

6
月
日
日
君
ま
で

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
消
防
本
部
予
防
課

8
μ
1
0
1
1
9
 

u際乏で主連砂災富随止局昌
司叫1rみんなで防ごう幼災害」
一 … 川市い 6月1日---3D日

水道渇圃 6月1日---7日
「水道で今日も安心水あるくらし」

畠鴎9祖霊き盆温圃 6月7日---13日
「安全は日々の気持ちの積み重ね」

国

闘

醐

国

第

2
水
曜
日

日
時
1
日
時
初
分
会
場
は
市
役

所
第
4
会
議
室
問
合
せ
は
、
魚
津

地
域
住
宅
相
談
所

窓
辺
1
5
0
7
8

常
時
(
M
時
間
)

セ
ン
タ
ー
(
友
道
)

困
閣
制
国
目

9
時
1
凶
時

検

査

日

火

曜

日

目

時
1
日
時

開
閉
悶
悶
悶
悶
陸
晶
制
国

月
曜
日
時
i
日
時
、
木
曜
9
時
1
ロ
時

魚
津
保
健
所

RU
M
-
0
3
5
9

園
闘
嗣
凶
制
国

9
時
i
口
時

交
通
セ

ン
タ
ー

E
n
-
-
7
4
7

日
弁
連
交
通
事
故
相
談
セ
ン
タ
ー

木
曜
日
時
l
m
時
(
弁
護
士
会
館
内
)

富
山
自
動
卓
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ

ー

日

時

l
m
時

ω分

8
0
7
6
4
l
nー

2
2
9
4

自

在
宅
介
護
支
援

合

μ
1
8
4
8
4

計
思

合 早金壁同 総吉相麟



アトピー性皮膚炎のお子さんのための

@あとびっこ相談会
「子どもがアトピー性

皮膚炎と診断されたノ

どうしよう…もしかし

て、うちの子はアトピ

ーではないかしら・・・」

など、子どものアトピ-性皮膚炎で

お悩みの保護者の方を対象として、

“あとぴっこ相談会"を開催します。

お気軽に参加ください。

6 月 19 日 (金~ 13: 30~ 15 : 45 
(受付 13:OO~ 13: 30) 

「アトピー性皮膚炎とスキンケア」

倉田幸夫 氏

(富山労災病院皮膚科医師)

座談会

「アトピー性皮膚炎と

上手につきあうには」

個別相談

離乳食 ・食事相談もあります

※事前に予約が必要です 信電動毒事調u.
'会場・問合せ・申込み先

魚津保健所保健班 ft24-0359 

@教室・相談会
/ れる方は1

会場:健康センター (事前に2申込み下さい)

内容〔時間〕 実施

2、9、16、
機能訓練 23、30日(火)
(9: 30------12: 00) 

※4、18日同

健康運動相談会
10日(水j

(13: 30------15: 30) 
健康体操(初心者教室) 3、10、17、
(9: 30------11 : 30) 24日(7.1<)

※ 4日の栄養指導(減塩食)は家族の

方も参加をお願いします。

@健康テレホンサービス
(県保険医協会)ft0764-42-0003 

6月のテーマ

(月) 海外旅行と感染症

(火) 子どもの口唇裂

(水) 快適な眠りの工夫
防ぐ 3つの方法

(木) 主歯みがき・フ y素・キシリトールー

(金) 食道ガン

(土・日) 脂肪肝の予防

C年lこ1度は健康チェックをコ

@結核検診・肺かん検診・基本健康診査

砂 受診票、健康手帳、検診料金200円(肺がん検診受診希望的)

実施日 受付時間 tzbz • 士場

9 : 30------10 : 30 石垣公民館
5日(針

上野方公民館13 : 15------15 : 00 

8日(月) 13 : 15------14 : 30 坪野小学校

9 : 30------11 : 00 大海寺野公民館
12日(針

大海寺新公民館13 : 15------14 : 30 

9 : 30------10 : 30 有山公民館
16日(火)

上中 島公民館13 : 15------15 : 00 

23日(火) 9 : 30------10 : 30 出 公民館

9 : 30------10 : 30 前東城公民館

30日(火) 13 : 15------13 : 45 道坂公民館

14 : 30------15 : 30 東蔵公民館

7月 9 : 30------11 : 00 片貝公民館

3日(針 13 : 15------15 : 00 天神公民館

@医療機関での基本健康診査
珍 電話予約受診票

市内医療機関 6月15日(月)-----8月31日(月)

対象者:40歳以上(結核検診は18歳以上)で職場検診のない方。

※個別に受診票を出します。対象もれの方、職場を退職

された方は、健康センターまでご連絡ください。

@集団かん検診

砂 受診券、健康手帳、検診料金

(受診叫ハ料引
電話にて、検診日の10日前|
までにお申込みください。/

実施日 ぷヱbミ、 場
内容 料金 受付時間

1日(月) 西布施公民館
胃がん 900円 8: 30------9: 30 

9日(火) 松倉公民館 700円 8:30 9:30 大腸がん 13: 00------14: 00 
19日(針 加積公民館

子宮がん 800円 13: 00------14: 00 

22日(月) 下中島公民館
乳がん 1，200円 13: 00------14: 00 

26日(到 上中島公民館

平成10年度中に、 40歳・50歳・60歳になられる方および70歳以上の

方は無料。子宮がん・乳がんについては30歳の方も無料。

@病院などでのかん検診ゆ電話予約・受診券

内容 場所 ・申込み先 実施場所 料 ノ五¥ 

胃がん 4 月 ~ll 月 2，200円
70 

子宮がん 市内の指定病院・医院 4 月 ~3 月 1，300円 歳

4 月 ~ ll 月 1，000円
以無
上

大腸がん
健康センタ- は料|4 月 ~3 月 700円(泊

(注)健康センターで申込む大腸がん検診については、平成10年度中

に40歳、50歳、60歳になられる方も無料になります。

a 



f雪之|仕事問かり…~
I~(乙d ‘ノ 上手に休養をとる。.Aφ;:;TZf;::
E・E・て、心身の緊張をと

‘届F多F きほぐそう

@母子保健砂母子手帳、会場 :健康センター

内 n廿- 対 象 実施 日 受付時間

4 か月児健診
満4か月児 11日同 13:00------13:30 股関節脱臼検診

8 か月児相談 8か月児 17 日 ~J<) 13: 00------13: 30 

離 乳食指導 8か月児 19日(針 12:45------13:00 

1歳 6か月児健診
平成 8年11月生

9日(火)13:00------13:30 まれの児

3 歳児健診 平成 6年12月生
24 日 ~J<) 13:00------13:30 まれの児

@予防接種砂予診票と母子手帳

会場 :健康センタ一、受付時間 :13:30------14:00 

対象疾病と対象年齢 実施日 該 当 地区

16日(火) 大町、下中島、上中島、松倉

22日(月) 本江、上野方
=種混合 (2回目〕

23日(火) 経由、天神
(生後 6 か月 ~66か月 )

25日附 加積、片員、西布施

26日(針 道下、村木

日 本 目出 少'J.<ιf 18日附 大町、下中島、上中島

(生後36か月 ~60か月) 7月3日(針 経由、西布施、片貝

ツベルクリン反応検査
17 日 ~J<) * 8か月児間相談時に行います(生後 8 か月 ~48か月) 受付時 13:00------13:30 

B C G 接 手重 19日(金) *離乳食指導も行います(生後 8 か月 ~48か月)
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+休日当番医(診療時間/午前9時~午後5時)

@育児サロン
対象 :未就園児とその家族

受付時間 :健康センタ- 9:30------10:00 

保育園・幼稚園 9: 00------9: 30 

実施日 ぷzbz、 場

2日(火)健康センタ-A

9日(火) 健康センターB

10 日 ~J<) 青島 ・西布施保育園

11日同 経団保育園

16日(火)野方保育園・健康センタ-A

17 日 ~J<) 道下・住吉・松倉保育園

18日附 愛育園

21日(日) 経団幼稚園

22日(月) あけび保育園

23日(刈 健康センタ-8

νつまマ也
みが\，~\ かんマ

診療日 一 均支 医 歯 科 医

6月7日(日) 河内医院 内 科 (下村木 fi22-321Q) 前田歯科クリニック (黒部市 fi57-2525)

6月14日(日) 魚津神経サナトリウム 精神科 (江 口fi22-3486) 貢(田中)歯科医院 (黒部市 fi54-3513)

6月21日(日) 鈴木医院 産婦人科 (双葉町 fi24-8820) 小倉歯科医院 (黒部市 fi54-0418) 

6月28日(日) 寺崎医院 内 科 (上口 fi22-3619) 歯科魚津医院 (入善町 fi74-0158)

ア月5日(日) 魚津緑ケE病院 精神科 (大光寺 包22-1567)) 近藤歯科医院 (入善町 宮72-0023)

新川地区休日夜間急患医療センター(黒部市消防署向側包54・0731) 診療時間/午後7時-11時 診療科目/内科・小児科・外科

a 



パスが通り過ぎる横て¥のんびり草を食べる牛たち。な

んとものどかな風景である。開通から 1年足らず、昭和38

年春の国道8号線沿いを滑川側から撮影 している。富山・

黒部聞が開通した 8号線も 、当初は歩道もなく、交通量 も

少なかった。

牛が放されている田んは、には、稲の収穫後、裏作として

エサとなる牧草が植えられた。牛乳は貴重な現金収入にな

り、 糞も肥料となったため、乳牛は稲作農家でも飼われて

いた。田んぼの左側には、苗床に使われる萱が干してある。

奥で道路を横断する電線は近くの変電所につながっていた。

当時「新国道」と呼ばれた8号線は、 8号ノくイパスの開通と

ともに「旧国道」となったが、依然として市の大動脈である。

シυース⑩

3初、2.

国道B号線友遭~差点付近
(昭和38年)

水無月(6月) 1日(月)北信越地区高等学校野球大会(桃山野球場)
4日(ボ 魚津神社祭礼(6日まで)

5日働 6月市議会定例会開会

早朝ボランティア清掃(6:45~中央通り 一帯、川原交番付近)
7日(日)

かづみ野音楽祭'98社会人吹奏楽の祭典(14:OO~新川文化ホー j レ)

11日(木j入梅

14日(日)魚津の朝市(8:OO~魚津港魚市場)

20日佳)あゆ釣り解禁

21日(日)夏至、父の日

30日(火)N H K交響楽団演奏会(19:OO~新川文化ホー jレ)

市の人口(平成1(1]年4月末日現在) 男~人(mi)] 女24，962人(ー8) 計~人(+12) 15 117世帯(+65) (前月対出)I
隣のショッピングセンターが取り壊されてから、はや、ふた月。なくなってみると、いろんな物が見えたり聞こえたりしてきます。

遠くの信号待ちの車の列や、高校生の部活のかけ声が・一。視界が広がると、気のせいか、心にもゆとりをもたらせる効果もありそうな。

自


